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真岡東中学校卒業式

剣客･塚原卜伝83歳で没 1571年

学習院の前身､学習所開設 1847年

チームひがし…生徒･教職員･家庭へ向けての校長通信 クラーク博士59歳で没 1886年

真岡東中学校ホームページでも見ることができます！ 日本初の記念切手発行 1894年

ご卒業おめでとうございます！心より御祝い申し上げます！

一人よりみんなで！－教室ってなんだ－
教室って まちがうところだ

クラスのみんなが 真剣に考えて 生き生きとまちがうところだ！

だから みんながどしどし手を挙げて まちがった意見を言おうじゃないか！

まちがった答を言おうじゃないか！ まちがったことを恐れちゃいけない

まちがったことを笑っちゃいけない まちがった意見も まちがった答も

ああじゃないか こうじゃないか みんなで考え みんなで出し合い

みんなで がちゃがちゃ言うなかで 本物に近づいていくんだ

本物を見つけていくんだ Ａという考え方が出る Ｂという考え方が出る

Ｃという考え方が出る 三つの考え方が衝突しあい 格闘しあって はじめて

ＢならＢという 本物の考え方が見えてくる そしたら みんなで

Ｂの世界に移っていく みんながＢの世界に移ったとき Ｂとはまたちがう

Ｂという世界が Ｂよりもっと深くて 確かな世界が 見えてくる はっきりと

見えてくる それはＡといい Ｃというまちがった考え方が出されたから

Ｂの世界に みんなが移っていけたんだ そして みんなで

Ｂの世界に移っていったから Ｂの世界が みんなの前にひらけてきたんだ

ひとりでは行けない世界 みんなで考えを出し合い 言い合い

みんなで移っていくからこそ 次々と見えてくる世界 ひらけてくる世界

大きく 確かな世界 高く豊かな世界 こういう世界を みんなの力で

生み出していくところが 教室なんだ！ 自分ひとりだけでは出せない力を

どの人にも出させ それをみんなで引き出し 高めていくところが教室なんだ！！

ひとりでは 出しきれないでいる力を 五持っているのに

三しか出せないでいる人を クラスの力を使い 五の力を十にし十五にし

二十にするところなんだ そうなんだ学校ってそういうところだ！

教室ってそういうところなんだ！ クラスの力を使い 一人ひとりが持っている力を

相互に交流させ 影響させ 一人ひとりの中に 全体の中に 新しい知識を

生き生きと獲得させ 高く豊かな世界へ みちびいていくところなんだ！

クラスは美しく格調高い交響曲だ！

一人ひとりは うまく声が出なくとも クラス全体の中で 一人ひとりの声を

響かせ合うから 一人では思いがけないような 一人ひとりの声が引き出され

全体がすばらしい交響曲となるのだ！ 全体の質が高くなると それがまた

一人ひとりに戻って 一人ひとりを さらに高く美しい声にしていくのだ！

全体をふくらませよ 集団の中の全員が手をつなげ 一人も手を離すな

全体がふくらまないで どうして一人だけが 本当に

大きくふくらむことができるのか 一人ひとりが友達に力を貸せ

一人ひとりは気取らずに かっこうをつけず友達の力を借りろ クラスの力

全体の力を借りるのだ でも きょう借りたら 明日は返せ
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教室でどしどし手を挙げて まちがった意見を言おうじゃないか

まちがった答を言おうじゃないか 返すっていうのは そうすることだ！

生徒も先生も クラス全員が 学年と学校の全体が 真理と美しいものに

いつも深いあこがれを持ち いつも心に 高い目あてを持って進もう

みんなで様々の 知恵を出し合って 困難な課題も ぐんぐん追求していこう

この人は好きだ あの人は嫌いだ 外見だけで 人を見るのはよそう

みんな誰でも 精一杯に生きてるんだ！

好きな人だけでグループをつくり 虫のすかない人は疎外する そんなケチな

みみっちいことは もうよそう 嫌いだと思っている人の中にも

すばらしい友がいる その人たちからも きっと何かが つかみ取れるはずだ

いつも せまい仲間だけで せせっこましくつきあっている人は 未知の世界に入る

勇気のない人だ！ 自分を本当に ふくらませることのできない人だ！

自分の可能性を追求できない人だ！ たくさんの人間に接し

たくさんの人から影響を受ける それが学校生活というものだ！

人格は集団の中で育つ 集団の中でこそ磨かれていく はじめから勉強ができ

はじめから体の丈夫なのが えらいんじゃない みんなで手をつなぎ

みんなで助け合って 苦しみながら 悲しみながら 体を丈夫にし

新しい知識を獲得し 新しい考えを つくり出していく人こそ

本当に立派なのだ！ 次々と自分を新しく つくり変え 高めていく人こそ

本当に立派だといえるのだ！ 真の能力とは そういうものだ！ 学校とは

教室とは そういう能力をみんなで つくりあげていくところだ！

一人より みんなで……そういう 大きな ひろやかな 心のつながり……

これこそ 集団の中の「友情」というものだ！！

卒業生の皆さんへ…はなむけの言葉としてこの「一人よりみんなで！」の詩を贈ります。

この詩の中で、「学校」や「教室」を「社会」などに置き換えてみてください。「みんな」

や「仲間」などに置き換えても「社会」では通じるものがあ

ると考えています。進学したり就職したりしていずれ社会へ

出ると、くじけそうになる時もあります。そんな時、君は決

して一人じゃない。家族も、多くの友達や仲間もいます。恩

師と呼ばれる先生もいます。みんな応援してくれます。頼れ

ます。自分の生命ある限り可能性はゼロじゃない。 親から

授かった大切な生命があるからこそ、自分の花を咲かせるこ

とができます。その大切な生命を授けてくれたお父さん､お

母さん､保護者に感謝してください。そして「ありがとう」と 3/7…３年生の奉仕活動

言ってほしいのです。日頃、感謝の気持ちはあっても、普段は照れくさくてなかなか言え

ないかもしれません。「卒業」というこの機会にぜひ「ありがとう」と言ってほしいと思

います。

それでは卒業生の皆さん！私は、素晴らしい思い出と感動をプレゼントしてくれた君た

ちに心から感謝しています。私は幸せ者です。本当にありがとう！命を大切にし、精一杯、

自分の花を咲かせ、大きな夢が切り拓くことができるよう心から願っています。

真岡市立真岡東中学校長 平野 秀雄

3/8…感謝する会・卒業式予行


